
岡山市下水道河川局さ

岡山市下水道事業経営計画2ごさ6पかかる
令和ڰ年度भ取組状況

ٌ本報告पणいथٍ

ڭ 趣旨

ڮ 構成
 取組भ概要 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・
 施策ओとभ取組等 ・・・・・・・・・・・・・・
 経営計画2ごさ6भ指標一覧 ・・・・・・・・・・・

• 平成28年گ月प、平成28年度かै今後さご年間भ下水道事業経営भ
方針とऩるِ岡山市下水道事業経営計画2ごさ6ّ を策定しましञ

• 令和ڮ年度पम、ＰڸڹＡサイクルप基तき目標達成状況भ中間評
価を⾏い、そभ結果及び社会状況भ変化等を踏まえ計画を一部改訂
しましञ

• 経営計画प定ीञ経営方針प沿ढथ、令和ڰ年度भ取組をまとीま
しञ

• 今後とु下水道事業भَ⾒える化ُを図るととुप、ＰڸڹＡपे
る事業भ改善प努ीます

ْ施策ओとभ取組等भ⾒方ٓ

経営計画2ごさ6प定ीる
経営方針ق大区分ك

経営計画2ごさ6प定ीる
経営方針ق中区分ك

経営方針ق小区分ك
प対する令和ڰ年度
भ取組結果を示しथ
います

経営計画2ごさ6प
定ीる経営方針
ك小区分ق

・定量的ऩ目標
म、ْٓ内प
目標とऩる指
標をऔटीथ
います

GKK
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取組भ概要

2 岡山市下水道河川局 GKK
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 下水道処理⼈⼝普及率म ごげ4এイント増द ず。げ。％प向上、未普及⼈⼝म ごげ3万人減द
さごげさ万人ऽद減少

 整備面積म、さごごれa
 アॡ३ョンプছンप基तऌ、新規地区ق高松、吉備津、牟佐كभ管ऌॆभ整備प着手
 新規地区へभ幹線整備धしथ、笹ヶ௿右岸幹線ؚ牟佐幹線を延伸
 ॡイッॡプট४ख़ॡॺ等भ積極的ऩ導入पेॊコ५ॺ縮減率म、2げさ％

 下水汚泥भ有効利⽤ق再資源化9كせ％
 再資源化भ分散化भ検討・実施म、溶融५ছॢ化を平成2せ年度⽐द。ご9ｔ増加
 岡東浄化センター等भ照明भLどと化、省ग़ネ型ঐンホーঝএンプへभ更新पेॉ、年間

約2さ,3さご「Wれभ電⼒量削減
 ऌोいद豊ऊऩ海を目指した能৿的ق季節別ك管理運転を継続実施
 公共下水処理場भ電⼒購入量म、岡東浄化センター太陽光発電भ導入、流通団地浄化セ
ンター、芳賀佐山浄化センターभ統廃合ऩनपेॉ、平成2せ年度⽐द約さずせ万ｋWれ／
年ق約さず％كभ削減

 岡東浄化センターभ電⼒使⽤量原単位
前年度⽐さげ。%減少ق太陽光設備ध合わचथ2げ3％減少كしथउॉ、前年度⽐さげご％減を
達成

 浦安11号雨水幹線قΦ3,750كभ整備प着手し、全⻑約3.7ｋｍभ一次覆⼯ऋ完了
 今保排水区दএンプ場ڮ箇所भ整備を実施
 河川・農業⽤水路भ既存५ॺッॡを活⽤した流量調整ऩनभ浸水対策भ推進
 可搬式জー५এンプ延स4。台配置ऩन、柔軟ऩ浸水対策を実施
 岡山市浸水対策協議会を令和ڰ年ڲ月、令和ڱ年ڮ月भڮ回開催し進⾏管理を継続実施
 市⺠設置भ雨水貯留タンॡप助成43件ؚ約。㎥भ貯留効果
 市⺠設置भ止水板प助成ڮ件
 内水ハ२ーॻঐップभ地図面を小学校区別पまधीた地域防災ঐップق内水كを作成し、
令和گ年ڰ月ेॉ岡山市HPद公表

 内水ハ२ーॻঐップを約せ,ごごご枚配布し、出前講座をڱ回実施
 平成30年ڰ月ऊै一定規模以上भ開発⾏為等प対しथ、雨水排水計画भ協議を義務化
し、協議件数4。件 計画貯留量計ささ,44ご㎥

 流出抑制施設設置प対しथ、さ3件प助成しؚ4,4せず㎥भ貯留効果
 市⺠へभ土भう配布を継続実施 計す4,ご94袋
 下水道てでPद日本下水道事業団ऩनڰ者ध災害時⽀援協⼒協定を継続

 耐震対策ऋ必要ऩ施設भ対策म、９施設中累計ڰ施設ऋ完了しथउॉ、令和ڰ年度म
旭⻄排水७ンター管理棟ؚ⾦岡এンプ場ؚ岡南এンプ場भ耐震⼯事を継続実施

 耐津波対策ऋ必要ऩ施設भ対策म、10施設中累計گ施設ऋ完了しथउॉ、
令和ڰ年度म岡南এンプ場भ津波対策⼯事を継続実施

 重要ऩ汚水幹線भ耐震調査पणいथ、旧旭⻄処理区ऋ完了、旧旭⻄処理区以外ु含ीた
市全域द未耐震調査箇所भ整理

 幹線管渠भ耐震対策工事प向けた詳細設計を実施
 ঐンホーঝ浮上防止対策工事させ箇所実施
 災害⽤ঐンホーঝॺイঞ設置工事ڰ箇所実施
 下水道てでP運⽤委員会ق委員会ڮ回ؚ Wにڰ回كपेॊ成果評価、Pとでづपेॊ⾒直し
を実施



取組भ概要

3 岡山市下水道河川局 GKK
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 令和ڰ年度भ下水道使⽤料収入が税抜)म、93げ9億円
 接続率म、93げさ％प向上
 国भ交付⾦等भ活⽤पेる財源確保दम、国庫補助⾦等भ交付決定額म、3すげ9億円
 中⻑期的視点ऊैभ平準化債भ活⽤म、4せ億円活用
 企業債残高म、9,ڭ。。億円प削減
 経費回収率म、9さげ3％
 平成29年度प抽出した不明水対策ऋ必要ऩگ地区पついथ、原因究明調査や対策⼯事

を実施
 市内小学校भ出前授業実施ڴ校ؚঃネঝ展開催ڭ回
 処理場भ⾒学भ受入ささ件
 マンホールカードभ継続配布
 広報戦略推進班पेる活৿

⋈
経
営
␟か
ब
␠

⋉
管
理
体
制
␟ひ
と
␠

経
営
資
源
␟ひ
と
・も
भ
・か
ब
␠
に
関
す
る
方
針

 下水道等भ⽼朽管प起因すॊ道路陥没件数मؚ令和3年度भ54件प対し3す件प減少
 旭⻄排水区पउけॊ管渠भ⽼朽化点検भ調査मؚさ4げせ「m実施ؚ累計さ32げ2「m
 旭⻄排水区पउけॊ管渠भ改築が⼝径。ごご㎜未満きमؚ2げさ「m実施ؚ累計29げさ「m
 処理場・এンプ場भ健全度ڮ以下भ機械ؚ電気設備भ改築更新मؚ。。点数実施द累計

ずず9点数
 供⽤開始ऊैさ5年以上経過すॊ施設भ健全度भ診断मؚ累計26施設ऋ完了
 旭⻄排水センターؚ岡東浄化センターؚ天௿・巌井・笹ヶ௿・錦・岡東・岡南এンプ場ؚ

௿⼾浄化センターؚ上芳賀・芳賀佐山第ڮএンプ場ؚ⾦岡এンプ場ق雨水・汚水كभ累
計さ3施設

 下水道処理場भ統廃合प向けथؚ中原処理区भ計画設計を実施
 農業集落排水施設पणいथؚ公共下水道ष統合可能ऩڲ処理区भうठؚڮ処理区भ詳細

設計ؚڭ処理区भ基本設計ؚڮ処理区भ接続⼯事を実施しؚ観⾳寺処理区भ統廃合ऋ完
了؛農業集落排水施設同⼠भ統廃合मؚ接続工事を実施

• 大学生भインターン३ップ受け入ो
• 岡山理科⼤学附属⾼等学校科学部ध連携しञ下水道整備効果भ発信
• 夏休ा下水道教室भ実施
• 下水道ঐンホーঝ५タンプছজーभ実施

 指導者を選定しؚOのへ年間指導計画書を基प指導対象者प対し年間指導を実施
 年度当初भ初任者研修ृ各課૿当業務研修मؚ現場研修گ回実施
 職場外研修धしथ日本下水道事業団研修等षभ参加ؚ年間3す研修ؚ延सすず人受講
 資格取得भ支援धしथ資格取得प向けञ勉強会ڵ回実施
 下水道職員技術交流会等भワーय़ンॢ研修पेॊ他都市職員धभ連携・交流भ促進

• 種類भএ५ターभ作成ؚ合計約2ごご枚भএ५ターを掲示ڮ
• ऑघुघとづYを令和ڰ年さご月प岡東浄化センターपथ実施
• Instaるramभ投稿を५タート︕下水道河川局भ日常業務ऩन情報発信
• 下水道河川局公式Y【uへubらチকンネঝदঐンホーঝ探しभ旅३জー६৿画をڮ本投稿
• 下水道PR⽤ुुठूॉホイーঝカংーभ運⽤
• 桃太郎ঐンホーঝभॹ२インを⽤いञLねNど५タンプभ配信

 下水道भ魅⼒発信・信頼獲得・१ービ५向上推進班भ活৿
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施策ओधभ方針
⋇未普及対策

4

さ4万⼈※भ未普及⼈⼝भ早期解消प向けؚ合併処理浄化槽धभ適切ऩ役割分૿भुधさご年間द
भ重点的ऩ整備を推進します ※計画策定時点

汚水処理未普及人⼝ध下水道処理
人⼝普及率及び汚水処理人⼝普及率भ推移

 普及率मごげ4এイント増दؚず。げ。％प向上
 未普及⼈⼝मごげ3万人減दؚさごげさ万人ؚ整備面積मؚさごごれa

・下水道処理⼈⼝普及率भ向上
ْH26ق実績65ك.さ％ → Rقڮ中間目標ك、ご％ → Rقڳ目標4、ك％ٓ
・毎年度計画的・着実ऩ整備भ実施 ْ毎年度 。ごれaٓ

岡山市下水道河川局 MFK

 アॡ३ঙンプছンप基त
ऌؚ新規地区ق高松ؚ吉備
津ؚ牟佐كभ汚水管ऌॆ整
備प着手

 新規地区षभ幹線整備
・笹ヶ௿右岸幹線を延伸
・牟佐幹線を延伸

アॡ३ঙンプছンभ策定धPとでづपेॊ⾒直し

アॡ३ョンプছン計画図

各年度भ整備⾯積भ推移

高松ؚ吉備津地区 牟佐地区 牟佐地区
管ऌॆ整
備प着手

整備
Ｌ≒さ.さ㎞

笹ヶ௿右岸幹線

高松地区ؚ吉備津地区
管ऌॆ整備प着手

 若手・転⼊職員を対象पした講習会पेॉ技術⼒भ向上・継承を図ॊ

―︓R4年度実績 ―︓整備完了

牟佐幹線

整備
Ｌ≒さ.6㎞
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施策ओधभ方針
⋇未普及対策

5

ॡイッॡプট४ख़ॡॺ等低॥५ॺ技術ृPPPこPなね手法भ検討पेॊ効率的ऩ整備を推進します

ॡイッॡプট४ख़ॡॺ等भ積極的ऩ導入पेॊ॥५ॺ縮減ْ毎年度管渠建設事業費भ2％縮減ٓ

岡山市下水道河川局

 管渠建設事業भ॥५ॺ縮減率मؚ2げさ％
※低॥५ॺ手法︓曲管भ使⽤पेॊ⼈孔भ削減ؚ小型⼈孔ؚ取付けますقφ2ごご㎜كभ積極的ऩ採⽤ऩन

MFK

私道भ下水道整備促進भ検討・導入

⺠間開発प伴う下水道整備促進भ検討・導入

 開発⾏為等प併せؚ補助⾦制度पेॊ下水道भ整備म困難ق平成29年度検討終了ك

 私道भ下水道整備प関すॊ補助⾦制度पेॊ整備म困難ق平成29年度検討終了ك
 要綱भ改定ق下水道षभ接続要件भ緩和ك

下水道区域情報管理३५ॸ঒भ運⽤ق未普及ग़জアभঐॡট的確認ك
पेॊ効果的ऩ整備भ実現

 未普及ग़জアभঐॡট的確認以外पؚ未普及地区भ整備計画図भ出⼒を⾃৿化घॊऒधद
業務भ効率化を図ॊ

クイックプロジェクト
Ტ曲管の採用Უ

曲管の採用

小型人孔の積極的Ƴ採用 取付けますᲢφ200㎜Უの採用

小型人孔

下水道区域情報管理३५ॸ঒भ初期画面

業務भ効率化भ一例

整備計画図भ印刷結果

整備計画地区भ選択
↓

表示したい情報
ऩनभঞイখを選択

↓
プজンタभ設定ऩन

ك用紙・向ऌ・縮尺ق

12個の手動設定を
自動化

自動化ƴより

時短で
印刷可能



施策ओधभ方針
⋈浸水対策

6

大規模浸水被害ऋあढञ排水区を中心प整備を推進します

岡山市下水道河川局 SSI

浦安ؚ芳田排水区等भ管渠・এンプ場भ施設整備قさご年間भ目標整備面積約39ごれaك
ْRقڮ中間目標53ك% → Rقڳ目標كさごご％ٓ

 浦安ささ号雨水幹線がΦ3,、5ごきभ整備प平成3ご年度ऊै着手しؚ全⻑約3.、㎞区間भ一次覆
工ऋ完了 引ऌ続ऌ二次覆工を施工

 浦安ささ号雨水幹線भ建設工事भ内容説明を
َ桃太郎भ雨退治ُधしथ公開

れtt】s:ここエエエ.y【utubら.ょ【『こエatょれっェち『エaゃなL9WS「エ
 今保এンプ場ؚ白石এンプ場भڮ箇所भএンプ

据付完了؛

浦安11号雨水幹線
二次覆工施工状況قR5.4ك白石嵅ンプ場施工状況 今保嵅ンプ場施工状況

主ऩ浸水対策位置図

岡南এンプ場改築
ك〜H3ごق

整備中箇所

浦安ささ号
雨水幹線整備

H3ご〜きق

今保・白石এンプ場整備
R2〜きق

浦安さ2号
雨水幹線整備

H3さ.4整備済きق

芳田第さ।ーॺ整備
كR2.3整備済ق

芳田さ4号
雨水幹線延伸

H29.3延伸済きق

当新田এンプ場
এンプ増設

كH2。.3増設済ق

雨水渠

岡山市下水道河川局公式
YouTuポeチャンネ嵓

YouTuポeチャンネ嵓
ك浦安11号雨水幹線工事内容説明ق



施策ओधभ方針
⋈浸水対策

、 岡山市下水道河川局 SSI

遠隔監視・制御भ効率化

 雨水取水।ーॺभ操作をَ下水道災害対策室ُऊै一元化すॊञीؚ遠隔操作化⼯事
प向け詳細設計を実施؛

 浸水対策特別事業ق雨水排水対策ঐॺজッॡ५班كदজー५এンプを延स4。台
事前配備

 可搬式এンプق主पڲｲﾝӅكを平成3ご年ڳ月豪雨द浸水被害をうけञ町内会を対象प
ك計39台ق台増ڮ台減ڮ

 可搬式এンプभ取扱説明用৿画を岡山市下水道河川局公式Youへubら
チকンネঝपथ公開中

可搬式এンプऩनभ柔軟ऩ配置पेॊ浸水対策भ実施

・জー५এンプ配備回数 さ回
○南区児島半島地区
○中区山崎地区

・এンプঘニッॺ稼働回数さ回
○古京町地区
○大福地区

河川・農業⽤水路等भ既存५ॺッॡを活⽤しञ流量調整ऩनभ浸水対策भ推進

 事前प予想औोॊ大雨भ際पमؚ旭川合同堰等ऊैभ取水制限を実施しؚ⽤水等भ

 笹ヶ௿川⻄側पउいथ⽤水路भ水位調整を⾏うञीؚ関係機関धभ調整を⾏いؚ

 雨水排水対策ঐॺজッॡ५班पउいथ浸水対策特別事業を2す箇所द実施
 既設排水機場भ⻑寿命化対策धしथؚ中川排水機場ध原尾島排水機場भ⼯事を継続
 旭東ڭ号幹 線雨水ऌॆषभ取水।ートभ増設

浸水対策特別事業実績
・浚渫事業
・⽤排水路整備事業
・河川浚渫事業
・樋門改良工事
・排水機場整備

大規模浸水被害ऋあढञ排水区を中心प整備を推進します

https://www.youtube.com/watch?v=RDuDqTLi9eg

可搬式嵅ンプの試運転状況
YouTuポeチャンネ嵓

ك説明用৿画ك町内会貸与ق可搬式嵅ンプق

排水機場整備ق南区藤田錦地区ك

箇所ڳ
箇所ڰ
箇所ڱ
箇所ڳ
箇所ڮ

2〜。インチএンプ
インチএンプڲ

インチএンプڲ
インチএンプڲ

延स 46台
延स 台ڮ

台ڮ
台ڭ

旭東1号幹線雨水きょ取水ゲ嵤ト増設

水位調整を実施

連絡体制を強化



岡山市下水道河川局。

施策ओधभ方針
⋈浸水対策

。 岡山市下水道河川局 SSI

自助・共助を促進すॊソフॺ対策भ充実を図ॉます

⼾別雨水貯留タンॡ

市⺠षभ土भう配布

 市⺠向け土भう配布事業पथ4さ,ご94袋配布
 防災備蓄土等給付事業पथさ3,ごごご袋を。9町内会ष配布

⺠間企業ऩनधभ災害時支援協⼒協定締結भ推進

 下水道てでPदؚ日本下水道事業団ऩनڰ者ध協定締結済ाق令和گ年度〜ڲ年度भ期間ك

市⺠षभ土भう配布मؚ।জছ豪雨等पु対応すॊञीप令和元年度ेॉ定期開催しथउॉؚ
令和ڰ年度म 5こ24ؚ6こさ。ؚ、こさ4ؚ。こ、ؚ9こ6भڱ回実施

開発⾏為等प伴う貯留・浸透等भ推進

 平成3ご年ڰ月工事着手事業ेॉؚ3,ごごご㎡以上भ開発
⾏為ृ建築⾏為等प対しؚ雨水排水計画भ協議を義務化

 平成3ご年ڰ月ेॉ雨水流出抑制施設भ設置を市全域द
促進すॊञीؚ補助制度を拡充

雨水排水計画भ協議実績
協議件数 4。件 計画貯留量計 ささ,44ご㎥

雨水流出抑制施設भ助成実績
助成件数 さ3件 計画貯留量計 4,4せず㎥

内水ঁ२ーॻঐップभ作成・公表
 平成3ご年ڳ月豪雨を反映しञَ内水ঁ२ーॻঐップُを作成しؚ令和ڮ年ڲ月

ेॉ配布開始
 内水ঁ२ーॻঐップभ地図面を小学校区別पまधीञ地域防災ঐップق内水ك

を作成しؚ令和گ年ڰ月ेॉ岡山市HPद公表
 内水ঁ२ーॻঐップ約せ,ごごご部を配布しؚ公⺠館ऩनद出前講座をڱ回実施

出前講座風景

⺠間事業者峕よ峵
プ嵑スチッ崗貯留槽設置状況

土峘う配布状況(北区) 土峘う配布状況(中区)



 雨水流出抑制を市⺠धभ協働द推進すॊञीؚ市⺠設置भ⼾別雨水貯留タンॡषभ助成
制度を継続実施

 市⺠पेॊ自助を促進すॊञीؚ市⺠設置भ⽌水板षभ助成制度を継続実施

施策ओधभ方針
⋈浸水対策

9 岡山市下水道河川局 SSI

自助・共助を促進すॊソフॺ対策भ充実を図ॉます

住宅षभ貯留タンॡ設置・止水板等設置प対すॊ助成भ検討

 雨水貯留タンॡभ助成実績 43件ؚڴ㎥  止水板भ助成実績 件ڮ

浸水想定区域を踏まえञ総合的ऩ浸水対策भ検討

 َ岡山市浸水対策भ推進प関すॊ条例ق平成29年ڰ月施⾏ُكभ第ڳ条ق基本計画भ策
定كप基तऌؚ浸水対策を総合的ऊण計画的प推進すॊञीभَ岡山市浸水対策基本計
画2ごさ9ُؚ及びَ岡山市浸水対策⾏৿計画2ごさ9ُを策定

 条例भ第2ご条ق岡山市浸水推進協議会भ設置كप基तऌ
岡山市浸水対策協議会पमऊॊऒधदؚ総合的ऩ浸水対策
を着実प実施すॊञीभ進⾏管理を継続実施

 河川・下水道भ整備धいढञঁーॻ対策टけदऩくؚ
ソフॺ対策ق流域対策भ一部ؚ減災対策ؚ避難対策ك
を含ीञ総合的ऩ浸水対策をؚ農林ؚ道路ؚ公園ؚ
防災等भ関係部局ऋ連携しथ実施
岡山市浸水対策推進協議会…令和ڰ年ڲ月ؚ令和ڱ年ڮ月भڮ回開催

https://www.city.okayama.jp/kurashi/0000002949.html https://www.city.okayama.jp/kurashi/0000023699.html

岡山市浸水対策協議会開催状況



 耐震対策भ実施 累計ڰ施設 津波対策भ実施 累計گ施設
 岡南এンプ場建設⼯事継続ق耐震・耐津波対策ك
 旭⻄排水७ンター管理棟⻑寿命化⼯事継続ق耐震対策ك
 ⾦岡এンプ場⻑寿命化⼯事継続ق耐震対策ك

施策ओधभ方針
⋉耐震・耐津波対策

・耐震対策ऋ必要ऩ施設９ق施設كभ対策を実施
ْRقڮ中間目標گك施設 →Rقڳ目標ڳك施設ٓ
・津波対策ऋ必要ऩ施設قさご施設كपणいथؚ電源機能確保等भ対策を実施
ْH26ق実績ڭك施設 → R2ق中間目標ڮك施設 → R、ق目標ڱك施設ٓ

岡山市下水道河川局

・耐震対策पणいथमؚ特प旧耐震基準ق昭和56年以前كभ施設等पणいथ改築प合わせञ
対策を実施します

・耐津波対策पणいथमؚ対象施設पउけॊ電源機能確保等भ対策を実施します

TST

旭⻄排水センタ嵤の耐震対策を継続 岡南嵅ンプ場の耐震嵣耐津波対策を継続

嵅ンプ場躯体 建設中管理棟 完成

さご



施策ओधभ方針
⋉耐震・耐津波対策

ささ 岡山市下水道河川局 TST

重要ऩ汚水幹線भ耐震調査भ実施
ْH26ق実績ك累計さ5「『 →Rقڮ中間目標ك累計22「『 →

Rڳ ٓ』」累計44ك目標ق

 旧旭⻄処理区भ耐震調査完了प伴いؚ旧旭⻄処理区以外ु
含ीञ市全域भ未耐震調査箇所भ整理

岡山市内भ合流地区दあॊ旧旭⻄地区भ幹線管渠قφ。ごご㎜以上ك耐震診断ऋ完了
⇒令和ڰ年度ेॉ幹線管渠भ耐震対策工事ق管更生工法كを実施

施設ृ管渠भ耐震化・耐津波化を図ॉます؛
まञ災害時पছイフছインを確保すॊञीभ整備を実施します؛

潜⾏目視調査 मणॉ調査潜⾏目視調査 対策⼯法案ق管更⽣⼯法ك

旧旭⻄処理区भ幹線管ऌॆق。ごご㎜以上ك耐震診断箇所

ك凡例ق
平成29年度まदप完了
平成3ご年度完了
令和元年度完了
令和2年度完了
令和3年度完了

 耐震診断ऋ完了しञ旧旭⻄処
理区भ幹線管渠قφ。ごご㎜以
上كपणいथؚ耐震化基本計
画を策定

↓
 幹線管渠भ詳細設計を実施

↓
 幹線管渠耐震対策⼯事を実施

 令和3年度
詳細設計 Ｌ≒2げご㎞

 令和4年度
細堀第さ幹線下水管
改良⼯事قR4けさك
L=す9げ4mقφさずすごك
※令和す年度完了予定

 令和ڱ年度以降पणいथु
幹線管渠भ耐震化प向けथؚ
随時ؚ詳細設計ؚ対策工事
を実施しथいく



施策ओधभ方針
⋉耐震・耐津波対策

さ2 岡山市下水道河川局 TST

緊急輸送道路及び重要物流道路प埋設औोथいॊঐンホーঝपणいथؚঐンホーঝ浮上भ
防止対策を実施

 ঐンホーঝ浮上防止対策をさせ箇所実施

 ঐンホーঝॺイঞ設置工事をڰ箇所実施ق累計さ3箇所ك
ك豊小学校ؚ財田小学校ؚ⻄小学校ؚ平福小学校ق

避難所पउけॊ災害⽤ঐンホーঝॺイঞभ整備

ঐンホーঝॺイঞभイওー४ق出典︓国交省HPك

施設ृ管渠भ耐震化・耐津波化を図ॉます؛
まञ災害時पছイフছインを確保すॊञीभ整備を実施します؛

●令和ڰ年度ঐンホーঝॺイঞ設置箇所

豊小学校 財田小学校 ⻄小学校 平福小学校

過
剰
間
隙
水
圧

消散弁

消散弁イ䝯ー䝆

䛆ୗ水道既設管路耐震技術協会
䝩ー䝮䝨ー䝆よ䜚䛇

消散弁を設置し䚸過剰間隙水圧をマン䝩ー䝹内に排水
す䜛こ䛸䛷浮ୖを防止す䜛䚹

○過剰間隙水圧消散工法䠄フ䝻ート䝺䝇工法䠅

消散弁

消散弁

市道いङा町⻘江線
ك元駅東側⼤ق

市道⻄古松下中野線
ك岡山市北区富田付近ق

嵆ンホ嵤嵓トイ嵔設置箇所位置図



 令和ڱ年ڭ月प第ڴ回目धऩॊ訓練を実施؛
 屋内दभ訓練मটーঝプঞインॢ形式भ図上訓練؛

॥ンॺটーছーधプঞイখーप分ऊोؚ॥ンॺটーছーऊै与えैोॊ状況付与प対し
थؚプঞイখーमनभेうप対応すॊऊ検討しथ結果を報告؛

 屋外दभ訓練म現地調査訓練؛
管路班ध施設班ऋ現地भ施設を調査しؚঐニগアঝभ手順ृ機材भ操作方法を確認؛

 災害支援協定を締結しञ団体ध連絡訓練؛
 分庁舎・岡東浄化センター・旭⻄排水センターभگ箇所をॸঞビ会議३५ॸ঒द接続؛

施策ओधभ方針
⋉耐震・耐津波対策

さ3

下水道てでP運⽤委員会पेॊ成果評価ؚPとでづपेॊ⾒直し

下水道てでPभ実⾏⼒向上ध定着化を図ॊञी訓練を実施ْ毎年度ڭ回ٓ

岡山市下水道河川局

屋内भ図上訓練भ様子 管⼝カওছपेॊ下水道管調査下水道施設भ点検調査

てでPق業務継続計画كभ充実・訓練भ実施等पेॊ取組भ高度化を図ॉます

TST

ワーय़ンॢॢঝープ会議قPとでづك

 新規配属者等षभ説明会ध૿当者قワーय़ンॢॢঝープك会議ڰق回كを実施؛
 2さभ政令市等द組織すॊ災害時支援大都市連絡会議भِ情報連絡訓練及び図上訓練ّऋ

名古屋市द開催औोؚ岡山市म図上訓練दम॥ンॺটーছーधしथ訓練を実施؛

大都市間भ情報連絡訓練及び
図上訓練

新規配属者等षभ説明会

ॸঞビ会議३५ॸ঒भ使⽤状況॥ンॺটーছーष報告すॊ様子 管⼝カওছपेॊ下水道管調査



平成2、年度実績 ささ,939ｔ

施策ओधभ方針
⋊環境対策

さ4

 岡東へؚ田中Pؚ北⻑௿Pؚ野々⼝へؚ山上へؚ田原へؚ中牧へभ照明をLどと化すॊऒधदؚ
年間約2ご,さ4ご「Wれभ電⼒量削減

 省ग़ネ型ঐンホーঝএンプभ更新प着手

・下水汚泥भ有効利⽤ق再資源化9ك、％
・再資源化भ分散化भ検討・実施

省ग़ネঝॠー機器भ積極的ऩ導入

 再資源化म9せ％
 分散化を目的पؚ溶融५ছॢ化を平成2せ年度ऊै。ご9ｔ増加
 再資源化भ分散先検討प着手

下水汚泥पणいथमؚ॥५ॺ増加等प対すॊজ५ॡ回避भञीؚ分散化を検討します

ग़ネঝॠー対策पणいथमؚ施設भ改築ृ運転効率भ高度化पेॊ省ग़ネを推進します

60.0%36.コ%

3.2%

セওンॺ資源化
、,さ64ｔ

॥ンএ५ॺ化
4,39さｔ

溶融५ছॢ化
3。4ｔ

岡山市下水道河川局 KNK

令和ڰ年度実績 さ2,4。さｔ

岡東浄化センタ嵤照明設備LED化
外灯８灯 約1ク,060kWh/年削減

野々口浄化センタ嵤照明設備LED化
屋内灯１灯 外灯３灯 約2,93グkWh/年削減

省エネ型ポンプ峕更新
約1,1ゲ0kWh/年削減

セメント資源化
ゲ,3グ1 t 
グ9%

崛ンポスト
3,60グ ｔ

29%

溶融ス嵑崘
1,193 ｔ

9%

焼却嵣埋⽴ 332 ｔ 3%

年間約さ,させご「Wれभ電⼒量削減



施策ओधभ方針
⋊環境対策पणいथ

さ5

ग़ネঝॠー対策पणいथमؚ施設भ改築ृ運転効率भ高度化पेॊ省ग़ネを推進します

岡山市下水道河川局 KNK

 ऌोいद豊ऊऩ海を目指しञ岡東浄化センターपउけॊ能৿的が季節別き管理運転भ実施がささ~3月き
 児島湾षभ窒素負荷量ऋずげ4ｔ増加ؚজン負荷量ऋごげ4さｔ増加ق実施前भ平成29年⽐ك
 岡山県水産研究所पउいथؚ周辺海域षभ栄養塩類濃度भ影響評価ध海苔ऩनभ水産資源षभ効

果を調査中
 凝集剤قএজ鉄كभ使⽤量削減 通常⽉︓平均。,4せさℓこ⽉ 管理運転⽉︓平均さ,ずす4ℓこ⽉

凝集剤भ使用量削減
削減率︓。ごげす％

約せせ万円こ年

岡東浄化センタ嵤峕おけ峵冬季ك⽉3~11ق峘処理⽔TN/TP平均濃度と負荷量峘経年変化

水質धभংছン५を考慮しञ省ग़ネ運転भ取組

 各処理場धु水質भ改善प努ीऩऋैؚ省ग़ネを推進
全窒素[mg/L] ⽔質汚濁防⽌法ق総量規制基準 1グmg/L [足守峙10mg/L]ك

⽔質ق全窒素كと電気使⽤量ق原単位ك峘推移

多

水
質
咁全
窒
素
咂

少

ᑠ 電気使用量䠄原単位䠅 大

能৿的ق季節別ك管理運転
導入峕よ峵窒素峘増加
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施策ओधभ方針
⋊環境対策पणいथ

さ6

ग़ネঝॠー対策पणいथमؚ施設भ改築ृ運転効率भ高度化पेॊ省ग़ネを推進します

岡山市下水道河川局 KNK

再生可能ग़ネঝॠーभ検討・導入

 岡東へ太陽光発電भ導入がRさきؚ流通団地へ統廃合がRさきؚ芳賀佐山へ統廃合قR3.5كऩनपेॉ

平成2ゲ年度⽐
• 購入電⼒量峙16％以上の削減
• 一般家庭峘約410世帯相当
• CO2排出量峙約2,570ｔ削減

公共下水道ؚ農業集落排水施設भ統廃合पेॊग़ネঝॠー効率भ向上
岡東浄化センターभ電⼒使⽤量原単位भ削減ْ前年度⽐さ％削減ٓ

 目標値म達成ق目標値भ。、％ك
前年度ق令和3年度ك⽐原単位約さげ。%減少ق太陽光設備ध合わचथ約2げ3%減少ك

原単位︓さ『3भ汚水を処理すॊ
ञीप必要धすॊ電⼒量
[「Wれこ『3め

原単位︓さ『3भ汚水を処理すॊ
ञीप必要धすॊ電⼒量
[「Wれこ『3め

平成26年度⽐ 約2ごげさ％削減ق計画策定時ك
太陽光設備ध合わせथ 約2。げせ%削減

0.666 0.659 0.653 0.646 0.640 0.633 0.627
0.621 0.615
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0.582

0.528
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公共下水処理場भ購⼊電⼒量を削減



経営資源प関すॊ方針
⋇施設管理ुقभك

さ、 岡山市下水道河川局 SKR

管渠पणいथؚ⽼朽管ृ陶管भ多い中心部ق旭⻄排水区كपउいथ重点的ऩ対策を実施します

下水道処理場・এンプ場पणいथؚ施設भ健全度を勘案しऩऋै効果的ऩ対策を実施します

下水道等भ⽼朽管प起因すॊ道路陥没件数भ削減

旭⻄排水区पउけॊ管渠भ改築भ実施
ْ毎年度さ.5「『実施ٓ

旭⻄排水区पउけॊ管渠भ⽼朽化点検भ調査
ْH26ق実績ك累計39「『 → Rقڮ中間目標ك累計92「『 → 

Rڳ ٓ』」累計さ29ك目標ق

 旭⻄処理区内भ⽼朽管ृ陶管प対しथؚ順次管更生を実施
 道路整備事業等पあわせञ管渠भ改築ق管更生等كを実施
 令和ڰ年度 管渠改築更新 2げさ「m実施 累計ق 29げさ「mك

 令和گ年度 54件 →令和ڰ年度 3す件

 令和ڰ年度調査 さ4げせ「m実施ق累計 さ32げ2「m ك

駅前町一丁目地内下水管更生工事

施工状況

更⽣後

更⽣前

 改築更新मؚ。。点実施दؚ累計 ずず9点ق今後ु順次改築予定ك

処理場・এンプ場भ健全度2以下भ機械設備ؚ電気設備भ改築更新を実施
ْH26ق実績ك累計さご点 →Rقڮ中間目標ك累計35ご点 →Rقڳ目標ك累計9ごご点ٓ

今後ؚ供⽤開始ऊैさ5年以上経過すॊ施設पणいथ順次診断を実施
ْH26ق実績23ك施設 → R2ق中間目標32ك施設 → R、ق目標33ك施設ٓ

岡東浄化センタ嵤及び吉井川浄化センタ嵤
全窒素嵣全嵒ン嵣COD⾃৿測定装置更新笹ヶ௿ポンプ場⾃家発電機更新

天௿P場内⼭下幹線流入崚嵤ト更新

旭⻄Hが42点き，天௿Pがڲ点き ，笹ヶ௿Pがگ点き ，岡東へがڭ点き ，吉井川へがڭ点き ，⾦岡Pが35点き

天௿P場内⼭下幹線除塵機更新

 改築更新費⽤भ平準化・日常点検結果を考慮しؚ調査診断時期を計画ق累計 26施設ك

取付管改築更新 さず4箇所実施ق累計 す,ごずさ箇所ك

撤去状況 更新後 更新前

更新後 更新前(岡東T)更新前 更新後(岡東T)

更新後



経営資源प関すॊ方針
⋇施設管理ुقभك

さ。 岡山市下水道河川局 SKR

巌井・笹ヶ௿・錦এンプ場等भ改築भ実施ق着手ك
ْH26 施設ڮ →Ｒڮ さ9施設 →Ｒڳ 2さ施設ٓ

旭⻄排水ｾﾝӄｰ・天௿・巌井・
笹ヶ௿・錦・岡南・岡東ﾎﾟﾝﾌﾟ場
岡東浄化ｾﾝӄｰ・௿⼾浄化ｾﾝӄｰ・
上芳賀・芳賀佐山第2ﾎﾟﾝﾌﾟ場・
⾦岡ق雨水ؚ汚水ك

平井P場改築更新設計قRグ着手ك

 累計さ3施設भ改築प着手

更新前 更新後
⾦岡ポンプ場№2ポンプ更新

 最適整備構想प基तऌؚ小串処理場भ改築・更新計画を策定

 最適整備構想प基तऌ⼤内処理場भ改築・更新प着手

作業前 水槽上部撤去状況 接触ौ材ق再使⽤ك洗浄状況

⽔槽上部
ك土、砕石ق

撤去

大内処理場処理槽改修状況

下水道処理場ृ農業集落排水施設等भ統廃合भ検討・推進します

下水道処理場भ統廃合भ推進
 中原処理区भ統廃合प向ऐथؚ計画設計を実施

中原処理区

岡東処理区

TT

PP

児島湖処理区

流通団地処理区

統廃ྜ完了

統廃ྜ完了

芳賀佐山処理区

費भ削減を図ॊ

中原処理区を岡東処
理区प統合しؚ処理

費भ削減を図ॊ
ك参考ق

・芳賀佐山処理区ق令和گ年6月廃止ك
・流通団地処理区ق令和ڮ年3月廃止ك

拡大図

䠄仮称䠅中原ポンプ
場

・এンプ場ध
幹線管ऌॆ
भ計画設計

P



経営資源प関すॊ方針
⋇施設管理ुقभك

さ9

下水道षभ接続ऋ効率的ऩ農業集落排水施設पणいथ統合भ推進

岡山市下水道河川局 SKR

 公共下水道ष統合可能ऩ6処理区भうठؚڮ処理区भ詳細設計ؚڭ処理区भ基本設計ؚ
処理区भ接続⼯事を実施ڮ

 農業集落排水施設同⼠भ統廃合मؚ接続⼯事を実施
 観⾳寺処理区を公共下水道௿⼾処理区ष接続しؚ統廃合ऋ完了

下水道処理場ृ農業集落排水施設等भ統廃合भ検討・推進します

三和・日応寺ق第さ・第2ك処理区

児島湖処理区

三和・日応寺第さ処理区

三和・日応寺第2処理区

宇⽢東処理区

御津中央処理区

国ॣ原処理区

宇⽢東処理区

野々⼝処理区

国ॣ原処理区

観⾳寺・塩納・坂根処理区

塩納処理区

坂根処理区

௿⼾処理区

岡東処理区

吉田処理区

吉田処理区

建部処理区

・接⥆工事

・基本設計

・詳細設計

・詳細設計

・接⥆工事

・接⥆工事

統廃ྜ
完了

観⾳寺処理区



経営資源प関すॊ方針
⋈経営قऊबك

2ご 岡山市下水道河川局 KEI

使⽤料収入ृ国भ交付⾦भ活⽤等पेॉؚ安定しञ収入भ確保を図ॉます

 国庫補助⾦等भ交付決定額 3すげ9億円

国भ交付⾦等भ活⽤पेॊ財源भ確保

• 社会資本整備総合交付⾦ 、.9億円
• 防災・安全交付⾦ 4.ご億円
• 個別補助 23.9億円
• そभ他 ご.さ億円

中⻑期的視点ऊैभ平準化債भ活⽤पेॊ実質的ऩ元利償還⾦भ平準化

3ご年
ك元利償還期間ق

5ご年
ك施設耐⽤年数ق

減
価
償
却
費

利息
ك元利均等方式ق

減価償却費ق定額法ك
資本費平準化債भ償還元⾦
建設債भ償還元⾦ق元利均等ك

資本費平準化債धखथ借換え

建設債भ償還期間 資本費平準化債
भ償還期間

元利償還
ك元利均等方式ق

減価償却費を超えॊ部分を資本費
平準化債भ活用पेॉ後年度प送
ॊ

概念図概念図

元⾦
ك元利均等⽅式ق

 資本費平準化債 4せ億円活⽤ ※借換債भ10億円॑除ऎ

 経費回収率 9さげ3％

企業債残高
ْH26ق実績ك 2ぐしし1億円
→R2ق中間目標2كぐ160億円
→R、ق目標ك 1ぐそ60億円ٓ

 企業債残高 さ,9。。億円

2ぐしし1 2ぐ2。6 2ぐ2じ0 2ぐ1そ、 2ぐ162 2ぐ10、 2ぐ0すじ 2ぐ01し さ,9。。 

0

1ぐ000

2ぐ000

しぐ000

H26 H2、 H2。 H2そ Hし0 R1 R2 Rし Rじ

億円

経費回収率
ْH26ق実績كそすげじ％ →R2ق中間目標كそし％程度 →R、ق目標كそし％程度ٓ

。そげ0 
。そげ6 

そ0げ。 
そ2げ2 そしげ1 

そ6げす そ6げ6 そじげじ 
そじげ2 そしげそ

。じ。じげ0
Hし0 R1 R2 Rし Rじ

億円％ 使用料収⼊ق税抜كध接続率भ推移

接続率 使⽤料収入が税抜き

 使⽤料収入ق税抜ك 93げ9億円
新型コটॼक़イঝ५感染症等भ影響दؚ大⼝使⽤者भ
下水道使⽤量ऋ令和元年度並ापम回復खथいऩい؛
ऽञؚڳ月भ節水広報等पेॉ全体的प減少؛

 接続率 93げさ％
 接続促進活৿धखथभ各⼾訪問回数

せ,ごずず回が令和ڰ年度ك
接続率मؚ直近四箇年度पउऐॊ年度平均1げ0%増

安定खञ使⽤料収入確保प向ऐञ接続率भ向上
ْH26ق実績6。كげそ% →Rقڮ中間目標كそ0％程度 → Rقڳ目標ك そし%ٓ
下水道使⽤料収入ق税抜ك
ْH26ق実績كそ6げす億円 →Rقڮ中間目標كそそげ0億円 → Rقڳ目標102كげ0億円ٓ



経営資源प関घॊ方針
⋈経営قऊबك

21

岡山市下水道河川局 KEI

利⽤者भ理解促進ؚ安定的ऩ収入確保भ観点ऊै下水道भ役割पणいथPR活৿प取組ाऽघ

・児島湖流域下水道भイベンॺ等पउऐॊ普及啓発活৿भ取組भ推進
・市内小学校भ出前講座や処理場भ⾒学भ受入等भ推進

 下水道PRঃネঝ展ؚ出前講座ڴ校実施ऩन؛ঐンホーঝカーॻ継続配布
・ ِ 下水道भ日ڵق月10日ّك ॑懸垂幕掲揚ؚএ५ター展示पेॉPR
・市役所 市⺠ホーঝद下水道PRঃネঝ展開催9قこせ〜9こ。ك
・小学校षभ出前講座実施 校ڴ ・岡東処理場コ५ঔ५畑開放
・ふोあいॹーषभPRঈー५出展 ・処理場भ⾒学受入 ささ件 す9。人

ঐ
ン
ホ
｜
ঝ
カ
｜
ॻ

小学校出前講座 市⺠ホーঝ下水道PRঃネঝ展

※新型コটॼक़イঝ५भ影響पेॉؚ
イベンॺ開催中止भञीؚＰۇঈー५
出展ऋ中止पऩढञڮق؛イベンॺك

岡東処理場コ५ঔ५畑開放

ふोあいॹー

施設भ統廃合や省ग़ネ施設भ導入ؚ施設管理भ効率化等पेॉ支出भ削減॑図ॉऽघ

・下水道処理場や農業集落排水施設भ統廃合भ推進ق再掲ك
・省ग़ネঝॠー機器भ導入や省ग़ネ運転भ取組भ推進ق再掲ك
・未普及対策पउऐॊॡイッॡউট४ख़ॡॺ等भ低コ५ॺ技術ؚPPPこPなねभ検討पेॊコ५ॺ縮減

不明水対策भ推進

 対策भ必要ऩگ地区पणいथؚ原因究明調査や対策⼯事を実施
ঐンホーঝএンউやএンউ場भ運転時間ध降雨ॹータधभ相関性ऋ高い地区॑抽出खؚ誤接続पेॊ
雨水भ流入ؚ管渠भ破損や⽼朽化पेॊ地下水भ浸入対策पणいथ調査・対策工事॑実施

・不明水対策工事 南区⻄高崎きق
ْ令和ڰ年度 対策工事ٓ 本管接続不良箇所भ補修॑実施

・不明水対策工事 北区御津新庄きق
ْ令和ڰ年度 対策工事ٓ⼈孔管⼝ؚ本管継手ؚ取付管भ補修॑実施

管⼝補修 支管部६ঞ 既設管破損箇所 工事後

効
果
検
証
中

ওカটッॡ支管
प変更

管⼝補修 継手破損

21

भ推進ق再掲ك



 種類भএ५ター॑作成ؚ合計約2ごご枚भএ५ター॑掲示ڮ

下水道事業PRএ५ターभ作成及ल掲示

経営資源प関घॊ方針
⋈経営قऊबك

22 岡山市下水道河川局

利⽤者भ理解促進ؚ安定的ऩ収入確保भ観点ऊै下水道भ役割पणいथPR活৿प取ॉ組ाऽघ

ऑघुघとAY ろをコ५ঔ५畑

 岡東浄化७ンターभコ५ঔ५畑一般開放
पあわせイベンॺ॑実施

• 岡東浄化७ンターコ५ঔ५畑内प下水道PRঈー५
॑設置खؚ下水道PRイベンॺ॑⾏いऽखञ؛

• イベンॺ内容
ऑघुघＤＡＹ 令和ڰ年10月ڭ日そぞし0〜16ぞ00
下水道Ｐۇঈー५設置ؚ顔出खঃネঝ設置ؚ
施設⾒学ڭق日گ回ۈؚكＮۈ投稿উঞ८ンॺ企画

施設⾒学 …参加者合計せ9名
SひS投稿 …投稿数ささ件

كInstagram䚸Twitter䚸Facebookق

SひS情報発信 ねをstaるra『

 PR৿画॑ڮ本公開
• 令和گ年度َؚ岡山市下水道河川局公式

Yんウへウbらチকンネঝُ ॑開設؛投稿५ターॺ︕
• 令和ڰ年度मؚঐンホーঝ探खभ旅३জー६भ

৿画ڮ本भ৿画॑公開खऽखञ؛

• 下水道事業भＰ॑ۇॸーঐपڮ種類भএ५ター॑作成खऽखञ؛
• َ水भ঑ছイम変えैोॊُ････子供ञठभ未来भञीपؚ私ञठऋ何気ऩऎ使ढथॊ水पमؚ下水道भ

⼒ऋ関わढथいॊऒध॑表現खथいऽघ؛
• َऩझऩझ大会開催︕︕ُ････いौいौऩ場所द目पघॊঐンホーঝऋؚ私ञठभ暮ैख॑१এーॺखथ

いॊऒध॑ナঐンホーঝゼध言うワーॻ॑通गथ表現खथいऽघ؛
• 設置場所 本庁舎ؚ分庁舎ؚ下水道処理施設ؚ小学校ऩन

岡山市内भ公⽴小学校そし校प
এ५ター॑配布खऽखञ︕

施設見学施設見学
ժサイちゃんマンホール編իժサイちゃんマンホール編ի ժうらじゃマンホール編իժうらじゃマンホール編ի

 岡山市下水道河川局 ねをstaるra『 9せ件投稿

• 令和گ年度पَ岡山市下水道河
川局ねをstaるra『ُ॑開設؛

• 令和ڰ年度ऊै投稿५ターॺ︕
• そ、件投稿ؚইज़টワー約2じ0⼈
• 局भ様々ऩ業務भ様子や映えॊ

施設भ写真॑投稿中؛

下水道Pԡブース下水道Pԡブース

ԢNԢ投稿ԢNԢ投稿



 岡山理科大学附属高等学校科学部भ活৿॑१এーॺघॊऒधदؚ
下水道भ整備ؚ接続पेॊ水環境改善効果पणいथ幅広い周知
を図ॊ

大学生भインターン३ッউ受ऐ入ो

経営資源प関घॊ方針
⋈経営قऊबك

2し 岡山市下水道河川局

ዒዓ実施

जभ他ق下水道भ魅⼒発信・信頼獲得・१ービ५向上पेॊ市⺠満⾜度भ向上ك

 下水道事業प興味॑持ढथुैうञीؚインターン३ップ受ऐ⼊ो॑実施
 経営・営業・建設・維持管理・水処理業務॑体験

岡山理科大学附属高校科学部ध連携खञ下水道整備効果भ発信

岡東浄化७ンター⾒学会市⺠科学発表会قWどて開催ك

・受入学生︓大学گ年生

・受入期間︓令和ڰ年ڴ月2し日26〜ك⽕ق日ك⾦ق

・実習内容︓下水道事業॑広ऎ学॒दुैうऒध
॑基本धखؚ下水道事業प興味॑ुढथुैう؛

下水道経営प関घॊ座学

এンউ場・処理場भ⾒学

経営・計画部門︓下水道計画भ概要や企業会計भ解説كڭق
営業部門︓営業課भ業務説明كڮق
建設部門︓現場視察पेॊ下水道施設भ説明كگق
維持管理部門︓下水道台帳पेॊ市内下水道管भ解説كڰق
河川防災部門︓河川防災事業भ解説كڱق

成果発表

PRএ५ター制作



経営資源प関घॊ方針
⋈経営قऊबك

2じ 岡山市下水道河川局 KEI

下水道ঐンホーঝ५タンউছজーभ実施

 下水道पणいथؚ年齢・性別पऊऊわैङ広く興味をुढथ
ुैうたीؚ下水道ঐンホーঝ५タンプছজーを実施

 実施期間 令和ڰ年ڵ⽉さ2⽇〜令和ڱ年2⽉ڮ。⽇
 َ下水道भओ当地ঐンホーঝध市内観光地を७ットद楽しिُ

を॥ン७プトपؚ主प観光地भ近くप५タンプを配置
・市内10ऊ所पॹ२インঐンホーঝभ५タンউ॑設置
・応募者数 第ڭ回目じじ0⼈ 第ڮ回目じし。⼈

५タンউ設置状況

景品

५タンউছজー台紙

 小学ڲ〜ڰ年⽣ध保護者を対象पَ夏休ा下水道教室ُを実施
 実施⽇ 令和ڰ年2⽉ڴす⽇ق木ك

५タンউ設置箇所
⋇ञऐस八幡温泉
⋈御津郷土歴史資料館
⋉岡山市⽴津高公⺠館
⋊ই॓४५ॡग़॔
⋋ुुञौう観光७ンター
⋌岡山市⽴光南台公⺠館
⋍庭௿城址南側ق邸内公⺠館ك
⋎क़ग़ঝএーॺऩटさऌ
⋏⾦陵山⻄大寺ق観⾳院ك
⋐ঐঝॼカ下中野店

配布枚数म。ぐそじ0枚؛応募धमいऊऩऎथुؚ५タンউ台紙॑持ठ帰ॊऒधद
下水道प興味॑持ढथुैうऌढऊऐपऩॊ

५タンউ設置箇所

夏休ा下水道教室भ実施

・下水道出前事業भ実施
・処理水भ観察
・オজ४ナঝトートংッॢणऎॉ

ॺーॺংッॢणऎॉ処理水भ観察下水道出前授業



経営資源प関घॊ方針
⋉管理体制قऱधك

2す

下水道場ऩनभワーय़ンॢ研修पेॊ他都市職員धभ
連携・交流भ促進

岡山市下水道河川局 KTS

 職場外研修 年間3す研修ؚ延सすず人受講
 資格取得भ支援 資格取得प向ऐञ勉強会ڵ回実施
 参考書等भ書籍ؚ受験申込書や各種講習会भ案内等

भ受験⽤資料コーॼー॑積極的प活⽤

日本下水道事業団भ研修等षभ参加ؚ資格取得भ支援
ْ毎年度 20研修以上ؚ延सす0⼈程度以上ٓ

 現場研修3回実施ؚ他पु局内研修॑実施

年度当初भ初任者研修や各課૿当業務研修भ実施ऩनؚ
局内研修भ充実
ْ毎年度 初任者研修ڭ回以上ؚ現場研修ڮ回以上ٓ

ْ現場研修ٓ樋門操作研修ڰق回︓22名ڱقك月ؚك

下水道施設ीएॉ20ق名10قك月ك
ْजभ他研修ٓ下水道てでP講習会ڳ・ڲق月ؚك

びのへق局⻑面談كभ様子

20代職員भ研修計画भ策定ध新卒者や20代भ職場異৿者
प対खथभびのへभ実施

 指導者॑選定खؚびのへ年間指導計画書॑基प指導対象者
प対ख年間指導を実施

 指導者ڴق名ك・指導対象者10ق名॑ك対象धखञ

びのへや職場内研修ؚ各種研修षभ積極的ऩ参加पेॉؚ若手職員॑中心प時代भ変化प柔軟प
対応दऌॊ職員॑育成खऽघ

岡山市下水道河川局भ⼈材育成方針及ल毎年度भ実施計画भ作成

下水道施設ीएॉभ様子

勉強会भ様子

※初任者研修मؚ新型コটॼक़イঝ५感染拡大防止भञी中止

局内インターン३ッউ10ق名12〜ڴقك月ؚك

管路設計勉強会گ〜12ق月ؚك
企業会計研修11ق月كऩन

⾯談を開催گق回ك



岡山市下水道事業経営計画2016भ指標一覧

26 岡山市下水道河川局 GKK

決算値 決算値 決算値 決算値 決算値 決算値 決算値 決算値 決算値 計画値
H26年度 H2、年度 H2。年度 H2そ年度 Hし0年度 R1年度 R2年度 Rし年度 Rじ年度 R、年度

 さ4万人भ未普及人⼝भ早期解消प向ऐؚ合併処理浄化槽धभ適切ऩ役割分૿भुधさご年間दभ重点的ऩ整備を推進しऽघ

䞉 ୗ水道普及率の向ୖ 6すげ1% 6すげす% 66げ1% 66げ。% 6、げじ% 6、げ6% 6。% 6。げじ% 6。げ。% 、じ%

䞉 毎年度計画的䞉着実䛺整備の実施 ― 、それa 。、れa 。じれa 6。れa す。れa 6じれa じそれa 100れa 毎年度 。0れa

 ॡイッॡプট४ख़ॡト等低॥५ト技術やPPPこPなI手法भ検討पेॊ効率的ऩ整備を推進しऽघ

䞉 クイ ックプロ䝆ェ クト等の積極的䛺ᑟ入䛻䜘る

コ䝇ト縮減䠄管渠建設事業費の䠎％縮減䠅
― しげす0% 2げ。0% 2げ、0% しげじ0% しげ10% しげ20% しげ10% 2げ10%

毎年度管渠建設
事業費भ2％縮

減

 ⼤規模浸水被害ऋあढた排水区を中心प整備を推進しऽघ

20% し。% し。% じし% じ6% じ6% じ6% じ、%

ك約、、れaق が約1す1れaき が約1す1れaき が約1、0れaき が約1。1れaき が約1。1れaき が約1。1れaき が約1。6れaき

 耐震対策पणいथमؚ特प旧耐震基準ق昭和すず年以前كभ施設等पणいथ改築प合わचた対策を実施しऽघ

䞉 耐震対策䛜必要䛺施設䠄9施設䠅の対策を実施 ― 2こそ施設 2こそ施設 2こそ施設 2こそ施設 しこそ施設 じこそ施設 じこそ施設 じこそ施設 、こそ施設

䞉 重要䛺汚水幹線の耐震調査の実施 累計 1す「『 累計 1そ「『 累計 2すげす「『 累計 26げ6「『 累計 し。げし「『 累計 じ、げ2「『 累計 す2げ6「『 累計 す、げす「『 累計 す、げす「『 累計 じじ「『

 耐津波対策पणいथमؚ対象धऩॊ施設पणいथ対策を実施しऽघ

䞉 津波対策䛜必要䛺施設䠄䠍䠌施設䠅䛻ついて䚸

電源機能確保等の対策を実施
1こ10施設 1こ10施設 1こ10施設 1こ10施設 こ10施設ڮ こ10施設ڮ しこ10施設 しこ10施設 しこ10施設 すこ10施設

 てでPق業務継続計画كभ充実・訓練भ実施等पेॊ取組भ⾼度化を図ॉऽघ

H2。年1月 H2そ年1月 Hし0年1月 Hし1年1月 R2年1月 Rگ年1月 Rڰ年1月 Rڱ年1月

実施 実施 実施 実施 実施 実施 実施 実施

 下水汚泥पणいथमؚ॥५ト増加等प対घॊজ५ॡ回避भたीؚ分散化を検討しऽघ

100% 100% 100% 100% 100% 100% 100% そ、%

実施 実施 実施 実施 実施 実施 実施 実施

 ग़ネঝॠー対策पणいथमؚ施設भ改築や運転効率भ⾼度化पेॊ省ग़ネを推進しऽघ

前年度⽐ 前年度⽐ 前年度⽐ 前年度⽐ 前年度⽐ 前年度⽐ 前年⽐ 前年⽐

2げ、％削減 1げ2％削減 2げし％削減 0げし％削減

16げそ％削減
太陽光ऩखभق
場合ؚ、げそ％削

減ك

そげし％削減
太陽光ऩखق

भ場合ؚ
そげし％削減ك

しげじ％増加
太陽光ऩखق

भ場合ؚ
2げす％増加ك

2げし％削減
太陽光ऩखق

भ場合ؚ
1げ。％削減ك

 管渠पणいथमؚ⽼朽管や陶管भ多い中心部ق旭⻄排水区كपउいथ重点的ऩ対策を実施しऽघ

䞉 旭西排水区䛻䛚ける管渠の老朽化点検の調査 累計 しそ「『 累計 しそ「『 累計 60「『 累計 、0「『 累計 。0「『 累計 そじ「『 累計 10、「『 累計 11、「『 累計 1し2「『  累計 12そ「『

䞉 旭西排水区䛻䛚ける管渠の改築の実施 ― 1「『実施 1げ1「『実施 1げ1「『実施 1げそ「『実施 1げ6「『実施 2げ1「『実施 2げ2「『実施 2げ1「『実施 毎年度 1「『実施

 下水道処理場・এンプ場पणいथमؚ施設भ健全度を勘案しऩऋै効果的ऩ対策を実施しऽघ

䞉 処理場䞉ポンプ場の健全度䠎以ୗの機械設

備䚸電気設備の改築更新を実施䠄計画策定時の

健全度㻞以ୗの設備総数：9㻜㻜点䠅

累計 10点 累計 そ。点 累計 1し、点 累計 262点 累計 し、6点 累計 じ20点 累計 す、そ点 累計 す。1点 累計 66そ点 累計 そ00点

䞉 供用開始䛛䜙䠍５年以ୖ経過する診断未実施

の施設䛻ついて順次診断を実施
累計 2し施設 累計 2し施設 累計 2し施設 累計 2し施設 累計 2し施設 累計26施設 累計26施設 累計26施設 累計26施設 累計 しし施設

䞉 巌井䞉笹ヶ瀬䞉錦ポンプ場等の改築の実施(着

手䠅
累計 2施設 累計 2施設 累計 6施設 累計 、施設 累計 そ施設 累計11施設 累計1し施設 累計1し施設 累計1し施設 累計 21施設

 使用料収⼊や国भ交付⾦भ活用等पेॉؚ安定した収⼊भ確保を図ॉऽघ

䞉 Ᏻ定した使用料収入確保䛻向けた接⥆率の向

ୖ
。6げそ% 。、げし% 。、げ。% 。。げ2% 。そげ0% 。そげ6% そ0げ。% そ2げ2% そしげ1% そし%

 そभ他ق経営⽅針भ総合的ऩ取組भ結果धしथあैわऔोॊ経営指標ك

䞉ୗ水道使用料収入 そ6げす億円 そ6げ0億円 そすげ、億円 そ6げし億円 そ6げす億円 そ6げ6億円 そじげじ億円 そじげ2億円 そしげそ億円 102億円

䞉 経費回収率 そすげじ% そ6げ6% そ6げ1% そ、げ1% そ6げ。% そ、げじ% そすげじ% そしげ20% そ1げし% そし％程度

䞉 企業債残高 2ぐしし1億円 2ぐ2。6億円 2ぐ2じ0億円 2ぐ1そ、億円 2ぐ162億円 2ぐ10、億円 2ぐ0すじ億円 2ぐ01し億円 1ぐそ。。億円 1ぐそ60億円

 Oのへや職場内研修ؚ各種研修षभ積極的ऩ参加पेॉؚ若手職員を中心प時代भ変化प柔軟प対応दऌॊ職員を育成しऽघ

初任者研修 初任者研修 初任者研修 初任者研修 初任者研修 初任者研修 初任者研修 初任者研修 毎年度

 初任者研修 1回以上ؚ

現場研修 2回以上

年間じ0研修ؚ 年間じ1研修ؚ 年間じ2研修ؚ 年間し2研修ؚ 年間し2研修ؚ 年間1じ研修ؚ 年間1。研修ؚ 年間しす研修ؚ 毎年度

延सすじ⼈ 延स6、⼈ 延स。じ⼈ 延स6し⼈ 延स60⼈ 延स2し⼈ 延सし1⼈ 延सす6⼈  20研修以上ؚ

受講 受講 受講 受講 受講 受講 受講 受講 延सす0⼈程度以上

0回ؚ現場
研修گ回

0回ؚ現場
研修گ回

回ؚ現場ڭ
研修2回

回ؚ現場ڭ
研修じ回

回ؚ現場ڭ
研修じ回

回ؚ現場ڭ
研修じ回

䞉 岡東浄化センタ䞊の電力使用量原単位の削

減

0げ666
み「Wれこ『しめ

䞉 ୗ水汚泥の有効利用䠄再資源化䠅䠍䠌䠌％を⥅

⥆䞉実施

未
普
及
対
策

耐
震
・
耐
津
波
対
策

浸
水
対
策

䞉 浦Ᏻ䚸芳田排水区等の管渠䞉ポンプ場の施設

整備䚷䠄㻝㻜年間の目標整備面積約㻟9㻜㼔a䠅

䞉 ୗ水道䠞䠟Ｐの実行力䞉定着化を図るた䜑䚸毎

年度実地訓練の実施
―

―

毎年度
 1回実施

 ―
毎年度 100％

実施

施
設
管
理

（
も
の

）

前年度⽐1％
削減

０回、現場
研修2回

100%

経
営

（
か
ね

）

管
理
体
制

（
ひ
と

）

䞉 年度当初の初任者研修や各課担当業務研修

䠄現場見学を含䜐䠅の実施䛺䛹䚸局内研修の充

実

―

䞉 日本ୗ水道事業団の研修やୗ水道協会の研

究発表会䚸調査研究䛺䛹への積極的䛺参加䚸資

格取得の支援

―

１回、現場
研修3回

環
境
対
策


